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1 �

個
人
情
報
保
護
法
の 

地
方
公
共
団
体
へ
の
適
用

　

国
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
法
、
行
政
機

関
個
人
情
報
保
護
法
、
独
立
行
政
法
人
個
人
情
報

保
護
法
に
よ
り
個
人
情
報
の
保
護
が
な
さ
れ
て
き

た
が
、
右
の
三
法
律
は
令
和
３
年
改
正
に
よ
っ
て

個
人
情
報
保
護
法
に
統
合
・
一
本
化
さ
れ
る
と
と

も
に
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
個
人
情
報
の
取

扱
い
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
、
令
和
５
年
４
月
か
ら

施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
の
個

人
情
報
保
護
に
つ
い
て
も
、
全
国
的
な
共
通
ル
ー

ル
が
定
め
ら
れ
た
。

　

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
個
人
情
報
の
保
護

は
、
国
に
よ
る
法
制
化
に
先
立
ち
、
既
に
昭
和
60

年
頃
か
ら
個
人
情
報
一
般
に
つ
い
て
も
条
例
が
制

定
さ
れ
、
実
務
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
て
お
り
、

職
員
も
そ
の
運
用
に
精
通
し
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
個
人
情
報
保
護
法
の
地
方
公
共
団
体
へ
の
適

用
に
よ
り
各
地
方
公
共
団
体
に
大
き
な
混
乱
が
生

ず
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
個
人
情
報
保
護
法
が
定
め
る
共
通

ル
ー
ル
は
、
こ
れ
ま
で
の
各
地
方
公
共
団
体
の
条

例
の
規
定
と
は
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
従
前
の
実
務
・
運
用
ど
お
り
に
は
い
か
な
い

点
も
あ
り
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

2 

個
人
情
報
保
護
の
目
的

　

こ
れ
ま
で
の
地
方
公
共
団
体
の
条
例
で
は
、
個

人
情
報
保
護
の
目
的
を
、
個
人
の
権
利
利
益
を
保

護
す
る
こ
と
に
求
め
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。

情
報
処
理
の
高
度
化
に
よ
り
個
人
に
関
す
る
情
報

が
大
量
か
つ
迅
速
に
収
集
、
保
管
及
び
利
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

が
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
と
の
問
題
意
識
か
ら
、
個

人
の
権
利
利
益
の
保
護
の
た
め
個
人
情
報
の
適
正

な
取
扱
い
を
条
例
で
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　

個
人
情
報
保
護
法
に
お
い
て
も
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
右
の
問
題
意
識
に
立
っ
て
個
人
情
報
の
取

扱
い
を
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
、

近
年
、
情
報
化
の
進
展
や
個
人
情
報
の
有
用
性
の

高
ま
り
を
背
景
と
し
て
、
地
域
や
官
民
の
枠
を
超

え
た
デ
ー
タ
利
活
用
が
活
発
化
し
て
お
り
、
地
方

公
共
団
体
が
保
有
す
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
を
利
活
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と

の
要
請
に
も
応
え
る
べ
く
制
度
設
計
さ
れ
て
い
る

（
個
人
情
報
保
護
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
タ
ス

法令相談室から

法令相談室から

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て

全
国
市
長
会
顧
問
弁
護
士　
　

石い

し

づ津
廣ひ

ろ

し司
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ク
フ
ォ
ー
ス
「
個
人
情
報
保
護
制
度
の
見
直
し
に

関
す
る
最
終
報
告
」）。

　

こ
れ
ま
で
は
、
地
方
公
共
団
体
と
し
て
は
、
個

人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
個
人
の
権
利
利
益

の
保
護
を
主
眼
と
し
て
制
度
運
用
し
て
き
て
い
る

と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
は
、
個
人
情
報
の
有
用
性

に
着
目
し
た
利
活
用
の
要
請
に
つ
い
て
も
応
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
運
用

の
見
直
し
を
迫
ら
れ
る
場
面
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

個
人
情
報
保
護
法
五
条
は
、
地
方
公
共
団
体
の

責
務
と
し
て
、「
こ
の
法
律
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、

国
の
施
策
と
の
整
合
性
に
配
慮
し
つ
つ
」
と
す
る

と
と
も
に
、「
そ
の
地
方
公
共
団
体
の
区
域
の
特

性
に
応
じ
て
、
地
方
公
共
団
体
の
機
関
、
地
方
独

立
行
政
法
人
が
当
該
区
域
内
の
事
業
者
等
に
よ
る

個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
を
確
保
す
る
た
め
に

必
要
な
施
策
を
策
定
し
、
及
び
こ
れ
を
実
施
す
る

責
務
を
有
す
る
。」と
規
定
し
て
お
り
、
地
方
公
共

団
体
は
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
、
個
人
の
権
利
利

益
の
保
護
と
、
個
人
情
報
の
有
用
性
に
着
目
し
た

利
活
用
の
要
請
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
っ
た
施
策
を

実
施
す
る
と
い
う
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
行
政

活
動
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3 �

こ
れ
ま
で
の
地
方
公
共
団
体
の 

個
人
情
報
保
護
条
例
と 

個
人
情
報
保
護
法
と
の
相
違
点

　

前
述
し
た
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
各
地
方
公
共

団
体
の
条
例
と
個
人
情
報
保
護
法
と
で
は
、
必
ず

し
も
保
護
の
ル
ー
ル
が
同
一
で
な
い
点
も
あ
り
、

今
後
、
地
方
公
共
団
体
は
、
こ
れ
ら
の
相
違
点
を

踏
ま
え
て
個
人
情
報
の
取
扱
い
を
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
以
下
の
点
が
問
題
と
な
る
と
思
わ

れ
る
。

１　

個
人
情
報
の
範
囲

　

個
人
情
報
保
護
法
二
条
は
、「
個
人
情
報
」を
定

義
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
地
方
公
共
団
体
の

条
例
上
の
定
義
と
基
本
的
に
は
大
き
な
相
異
は

な
い
。

　

も
っ
と
も
、
個
人
情
報
保
護
法
二
条
一
項
は
、

「
個
人
情
報
」を
生
存
す
る
個
人
に
関
す
る
情
報
に

限
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
地
方
公
共
団
体
に

よ
っ
て
は
、
死
者
に
関
す
る
情
報
も
保
護
の
対
象

と
し
て
個
人
情
報
か
ら
除
外
し
て
い
な
い
条
例
も

あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
条
例
と

個
人
情
報
保
護
法
と
相
異
し
て
い
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
死
者
に
関
す
る
情
報
も
保
護
の
対

象
か
ら
除
外
し
て
い
な
い
条
例
で
は
、
死
者
に
権

利
能
力
が
な
い
た
め
、
自
己
に
関
す
る
個
人
情
報

の
開
示
請
求
権
等
を
行
使
で
き
な
い
が
、
死
者
の

個
人
情
報
の
不
適
正
な
取
扱
い
が
死
者
の
名
誉
を

傷
つ
け
た
り
、
遺
族
等
生
存
す
る
個
人
の
権
利
、

利
益
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
も
あ
り
、
ま
た
、
保
管

等
を
し
て
い
る
個
人
情
報
の
主
体
が
そ
の
後
死
者

と
な
っ
た
か
ど
う
か
は
必
ず
し
も
分
別
で
き
な
い

こ
と
か
ら
保
護
の
対
象
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
今
後
は
、
死
者
に
関
す
る
情
報
は

保
護
の
対
象
と
な
る
個
人
情
報
か
ら
除
外
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　

も
っ
と
も
、
個
人
情
報
保
護
法
の
も
と
で
も
、

死
者
に
関
す
る
情
報
が
、
同
時
に
、
遺
族
等
の
生

存
す
る
個
人
に
関
す
る
情
報
で
も
あ
る
場
合
に

法令相談室から
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は
、
当
該
生
存
す
る
個
人
を
本
人
と
す
る
個
人
情

報
に
該
当
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
個
人
情
報
保

護
委
員
会
事
務
局
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
に
つ
い
て
の
事
務
対
応
ガ
イ
ド
（
行
政
機
関

等
向
け
）」）。

　

今
後
は
、
死
者
で
あ
る
疑
い
の
あ
る
個
人
に
つ

い
て
は
、
そ
の
生
死
を
調
査
し
、
死
者
と
判
断
さ

れ
た
場
合
に
は
、
次
に
、
当
該
情
報
が
遺
族
等
の

生
存
す
る
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
る
か
を
判
断

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

個
人
情
報
の
取
扱
い

　

個
人
情
報
保
護
法
は
、
個
人
情
報
の
取
扱
い
に

つ
い
て
、
詳
細
な
規
定
を
置
い
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
地
方
公
共
団
体
の
条
例
で
も
、
個
人

情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
収
集
の
制
限
、
利
用
及

び
提
供
の
制
限
、
適
正
な
維
持
管
理
等
に
つ
い
て

は
、
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
個
人
情
報
保
護
法
の

規
定
は
詳
細
な
規
定
と
な
っ
て
お
り
、
漏
え
い
等

の
報
告
等
の
制
度
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
地
方
公
共

団
体
の
条
例
で
は
な
か
っ
た
制
度
も
導
入
さ
れ

て
お
り
、
新
た
な
事
務
作
業
も
必
要
に
な
っ
て

く
る
。

　

一
方
で
は
、
こ
れ
ま
で
地
方
公
共
団
体
の
条
例

で
定
め
ら
れ
て
い
た
個
人
情
報
を
記
録
し
た
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
外
部
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
結
合
を
制
限

す
る
規
定
や
、
本
人
の
人
種
、
信
条
等
の
個
人
情

報
（
個
人
情
報
保
護
法
で
は
「
要
配
慮
個
人
情
報
」

と
定
義
さ
れ
て
い
る
。）の
取
得
制
限
は
規
定
さ
れ

て
い
な
い
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
情
報
通

信
技
術
の
進
展
を
踏
ま
え
、
情
報
管
理
の
安
全
性

の
水
準
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ
る
か
オ
フ
ラ
イ
ン

で
あ
る
か
で
決
ま
る
と
考
え
る
こ
と
に
合
理
的
な

理
由
を
見
出
せ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
と
説

明
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
行

政
機
関
は
元
々
、
法
令
上
の
事
務
の
遂
行
に
必
要

な
個
人
情
報
し
か
取
得
・
保
有
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
い
な
い
た
め（
法
六
一
条
一
項
、
二
項
）、
特

定
の
種
類
の
個
人
情
報
の
取
得
に
つ
い
て
重
ね
て

制
限
規
定
を
置
く
意
義
に
乏
し
い
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
前
内
閣
官
房
情

報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｔ
）総
合
戦
略
室
冨
安
泰
一
郎
審

議
官
・
中
田
響
企
画
官
「
一
問
一
答
令
和
三
年
改

正
個
人
情
報
保
護
法
」五
五
頁
・
五
七
頁
）。

　

個
人
情
報
保
護
法
で
は
、
行
政
機
関
の
長
及
び

従
事
者
に
安
全
管
理
措
置
義
務
を
課
し
て
お
り

（
法
六
六
条
、
六
七
条
）、
情
報
管
理
の
安
全
性
は

そ
の
義
務
の
履
行
を
通
じ
て
確
保
す
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
る
。
個
人
情
報
保
護
委
員
会
は
、「
行

政
機
関
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
適
切
な
管
理

の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
指
針
」を
示
し
て
お
り
、

各
地
方
公
共
団
体
は
、
最
小
限
、
右
指
針
に
沿
っ

た
措
置
を
と
る
必
要
が
あ
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
地
方
公
共
団
体
の
条
例
で

は
、
個
人
情
報
の
取
得
は
原
則
本
人
か
ら
直
接
取

得
す
る
と
の
規
定
を
置
く
例
が
多
か
っ
た
が
、
個

人
情
報
保
護
法
で
は
こ
の
よ
う
な
規
定
は
置
か
れ

て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

地
方
公
共
団
体
の
条
例
で
も
、
本
人
以
外
の
者
か

ら
の
間
接
的
な
取
得
を
一
律
に
禁
止
す
る
の
で
は

な
く
、
本
人
の
同
意
が
あ
る
場
合
や
法
律
上
の
事

務
の
遂
行
に
必
要
な
場
合
等
に
は
取
得
を
認
め
る

内
容
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
と
説
明
さ
れ
て
い

る（
前
掲「
一
問
一
答
令
和
三
年
改
正
個
人
情
報
保

護
法
」五
八
頁
）。

法令相談室から
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３　

開
示
・
訂
正
・
利
用
停
止

⑴　

個
人
情
報
保
護
法
は
行
政
機
関
が
保
有
す
る

「
自
己
を
本
人
と
す
る
保
有
個
人
情
報
」の
開
示

の
請
求
を
認
め（
法
七
六
条
）、
一
定
の
不
開
示

情
報（
法
七
八
条
）を
除
き
、
開
示
請
求
が
あ
っ

た
日
か
ら
三
〇
日
以
内
に
開
示
（
全
部
又
は
部

分
開
示
）、
不
開
示
あ
る
い
は
存
否
応
答
拒
否

の
決
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
（
法

八
三
条
）。

　

こ
れ
ま
で
の
地
方
公
共
団
体
の
条
例
で
も
、

右
と
同
様
の
仕
組
み
で
個
人
情
報
の
開
示
を
認

め
て
い
た
。

　

一
定
の
個
人
情
報
を
不
開
示
情
報
と
し
て
い

る
こ
と
も
、
こ
れ
ま
で
の
地
方
公
共
団
体
の
条

例
と
同
様
で
あ
る
が
、
個
人
情
報
保
護
法
の
不

開
示
情
報
の
規
定
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
方
公
共

団
体
の
条
例
と
は
規
定
ぶ
り
が
異
な
っ
て
お

り
、
条
例
に
基
づ
い
て
不
開
示
と
し
て
き
た
事

例
を
今
後
も
同
様
に
開
示
に
で
き
る
か
、
不
開

示
と
す
る
と
し
て
ど
の
条
項
に
よ
る
か
は
事
案

ご
と
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

個
人
情
報
保
護
法
に
よ
っ
て
、
開
示
に
つ
き

新
た
に
規
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
特
定
の

保
有
個
人
情
報
を
検
索
す
る
こ
と
が
著
し
く

困
難
で
あ
る
保
有
個
人
情
報
を
、
行
政
機
関
に

保
有
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
す
こ
と
（
法

一
二
四
条
二
項
）、
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
者

が
そ
れ
ぞ
れ
容
易
か
つ
的
確
に
開
示
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
行
政
機
関
が
保
有

す
る
保
有
個
人
情
報
の
特
定
に
資
す
る
情
報
の

提
供
そ
の
他
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
利
便

を
考
慮
し
た
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
（
法

一
二
七
条
）
等
が
あ
る
が
、
前
者
は
ま
れ
で
あ

ろ
う
し
、
後
者
は
既
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
実
施
し
て
き
た
こ

と
と
思
わ
れ
る
。

⑵　

個
人
情
報
保
護
法
は
、
自
己
を
本
人
と
す
る

保
有
個
人
情
報
が
事
実
で
は
な
い
と
き
に
は
当

該
個
人
情
報
の
訂
正
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
規
定
し
、
訂
正
請
求
権
を
定
め
（
法
九
〇

条
）、
ま
た
、
自
己
を
本
人
と
す
る
保
有
個
人

情
報
が
行
政
機
関
が
法
令
の
定
め
る
所
掌
事
務

又
は
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
で
は
な
い

な
ど
一
定
の
事
由
あ
る
場
合
に
は
当
該
個
人
情

報
の
利
用
の
停
止
又
は
消
去
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
規
定
し
、
利
用
停
止
請
求
権
を
定

め
て
い
る（
法
九
八
条
）。
こ
れ
ま
で
の
地
方
公

共
団
体
の
条
例
で
も
、
同
様
に
訂
正
請
求
権
、

利
用
停
止
請
求
権
を
認
め
て
い
た
。
個
人
情
報

保
護
法
で
は
、
手
続
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
地

方
公
共
団
体
の
条
例
と
は
異
な
り
、
開
示
請
求

前
置
主
義
が
と
ら
れ
て
い
る（
法
九
〇
条
一
項
、

法
九
八
条
三
項
）。
こ
の
点
は
、
こ
れ
ま
で
の

地
方
公
共
団
体
の
条
例
と
相
違
し
て
い
る
が
、

従
前
も
、
訂
正
、
利
用
停
止
の
請
求
は
、
個
人

情
報
の
開
示
を
受
け
て
か
ら
行
わ
れ
る
例
が
多

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
実
務
的
に
は
大
き
な
影

響
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

4 

議
会
の
個
人
情
報

　

地
方
公
共
団
体
の
議
会
は
、
個
人
情
報
保
護
法

に
よ
る
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
係
る
規
律
の
対
象

と
は
な
っ
て
い
な
い（
法
二
条
一
一
項
二
号
）。
こ

れ
は
、
国
会
や
裁
判
所
が
個
人
情
報
保
護
法
に
よ

る
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
係
る
規
定
の
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
こ
と
と
の
整
合
を
図
る
た
め
と
説

明
さ
れ
て
い
る
（
個
人
情
報
保
護
委
員
会
事
務
局

「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
の

事
務
対
応
ガ
イ
ド（
行
政
機
関
等
向
け
）」）。

　

も
っ
と
も
、
個
人
情
報
保
護
委
員
会
事
務
局

は
、
議
会
に
つ
い
て
も
、「
個
人
の
権
利
利
益
の

保
護
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
自
律
的
な
対
応
の
も

と
個
人
情
報
の
保
護
が
適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。」
と
し
て
い
る
し
（
前
掲
事
務
対
応
ガ

イ
ド
）、
ま
た
宇
賀
克
也
東
大
名
誉
教
授
は
、
各

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
「
議
会
の
保
有
す
る

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。」（「
自
治
体
の
た
め
の
個
人
情
報
保
護

制
度
（
２
０
２
１
年
改
正
対
応
）」
六
三
頁
〜
六
四

頁
）
と
し
て
お
り
、
議
会
と
し
て
条
例
制
定
を
検

討
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

法令相談室から


